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答申  

  

 

 令和５年 （２０２３年 ）８月 ２２日付けで、本審議会に諮問された「水道料

金及び下水道使用料の改定の必要性とそのあり方 」について、概ね妥当

と考える。ただし、以下の点に留意されたい。  

 

記  

 

１．効率的な経営について  

上下水道施設を維持するための更新投資は増加が見込まれている。

持続可能な事業運営をめざしつつ、今後も上下水道事業に係る費用の

節減や、水道料金及び下水道使用料以外の収入の確保など、効率的な

経営に努めること。  

 

２．市民への情報発信について  

上下水道事業の運営に対する理解醸成を図りつつ、市民に改定の内

容や必要性について、わかりやすく丁寧に説明するとともに、その周知に

努めること。  


